

























ることも少なくなり、失われつつあるように感じる。上演の場は劇場や文化会館へと変わ 観客も地域以外の大勢の人が見るようになって、各地の人形芝居にも文楽のような繊細で美しい 形表現が期待されるようになってきた。同時に演じる側の用具や演 方も変わってきたのではないかと思う。　
そこで鉄砲ざしの検証と再現を試みる研究を、相模人形芝居を例
に、平成二二年度～二五年度に科学研究費補助金を得て行った（課題名等は末尾に明記） 。検証方法の一つは主にかしらと遣い手等直接的な関係者の聞書きである。それを に再現映像（ＤＶＤ「江戸系鉄砲ざしの検証と再現」二〇一四年）を制作したが、検証のために行った聞書きも貴重な資料であ ので併せて報告 ておくこにする。　
聞書きは、明治大正期の話を知る、戦前遣い手であった指導者か





















































のようなものと説明された）となり、 先輩たちと寝起きを共にして、様々 伝統、 しき り、 文化などを教わっ 人形もその一つだった。　
まず、 義太夫を習う。一つの演目が語れるようになってはじめて、
人形にさわらせてもらえる。何年もやっていくうちに、得手 不得手がはっきりして、語り手、三味線弾き、人形遣いにわかれていった。したが て、班目地区で上演する時は、人形も床も班目人形座がやった。しかし、班目地区以外で上演する時 、床は他 地区の人だった。　
班目地区に住んでいる市川さんと武藤さんで、班目人形の人々の
































































































れに対し、井上さんから、長谷座の旧座員間でも演技が違う。たとえば『序三番叟』の開始前に座員全員がお神酒を飲む。それから演技に入ると、石射重雄さんと神崎正雄さんに教えられ、平成一三年の記録映像にはその通りを記録して残した。が、その後、山口朋彦さんに「それは違う」と指摘された。どの演目も人 よって違う。だから、演 台本は意味をなさないとの発言があった。　『序三番叟』について、林が昭和五五年に高橋貞雄さんから教わり記録した『序三番叟』の動きと、平成二二年に山口朋彦さんから聞いた『序三番叟』の動きも違うと指摘したところ、 井上さんから、それが長谷座との意見があった。二人遣いであるこ 、足の裏を見せるように遣えと言われたことは、一致して る。②堰神社の祭礼　山口朋彦さんの話では、長谷では歌舞伎が非常に盛んであった。









といわれていた四点などである。井上さんは「そんなに いカシラがあったのですか、今はありません 神崎 が修理し 、すっかり変わってしまった。どのカシラをどう変えたのか皆目わからないので、元に戻しようがない」と言っ た　
パネルとして残されている上演風景の写真を皆で見た。堰神社の






















































くて、女形遣いだったろうと思う。奥さん（語女太夫）は盲目だったが、 三味線、 義太夫ともに上手だった。伊三子 は大正二年に二ヵ月ほど、大正三年に約一ヵ月稽古をつけてもら という　
下中座の小澤孝蔵さんは、西川伊三子（後の伊左衛門）と吉田国

























人が家を訪ねてきた。古いアルバムから女子大生の写っている写真を持ってきて見せ くれた。林美禰子が青柳さんと訪れた時、歓待してくれて、ほうろくに浄瑠璃本をちぎって敷き、焙じ茶を作ってくれて、驚いた話 して、昔はそうだったなあと懐かしんだ。助三郎さんは若い修業時代、先輩から苛めに近い仕打ちを受けて、自分は後輩に絶対同じようなことはすまいと心 誓ったそうだ。林座の人ばかりでなく、長谷座の山口朋彦さんも助三郎さんは良く親切に教えてくれたと言っ る。鐘さんは家にある資料は全部調べてまとめたが、資料が欠けている部分 多い。岩崎照夫さん宅が一番資料を持っているだろうから提供してもらえるとありがたいと言 ていた。②小川繁さん、葉山操さんの話　
林地区は昔から人形が盛んな地域だった。特に明治の終わりから






































話である。永田先生は著書に、人形連中は大いに責任を感じ、自分の家の復興は後回しにして、大阪まで出向き、人形を買い求めてきたと記している。ちょうど大阪では彦六座が閉じ 後でもあり、彦六座のものを購入したのではないかとも言われてきた。しかし、林はその確証はつかめないできた。また、平野博さんは、その著書『浄瑠璃への道―人形芝居ととも 四十余年』 （湘南座友の会
　




















































ので、お寺の行事など、公演が多くあった。秋のシーズンなどは、毎週舞台に出ていた。市役所の職員が郷土芸能を守るために立ち上ったという話題性もあり、メディアによく取り上げられた。ＴＶなども「それはわたしです」 「私の秘密」 「町から村か 」などの人気番組に出演した。日活映画 「悪太郎」 に出たのも良い思い出に っている。　
昭和四五年初めに、当時平塚市の収入役になっていた平野博氏の

































































同稽古、合同公演が多くなった。当時下中座 は軽トラックを運転する人もいなかったため、前鳥座が前鳥座の人形や舞台用具を運で公演をこなすことも増えた。なかでも、当時座長代理や座長として前鳥座を支えていた新倉利治さんは、献身的に小澤孝蔵さ 尽くした。新倉さんの活躍がなければ ばかりでなく下中座も続いていなかっただろう。　
昭和五五年に県立二宮高校相模人形部ができてから、高校生に伝
承するために池田實教諭が台本を作製するようになった。高校生ばかりでなく成人 も必要ということで 青柳暁子さん、林美禰子らが台本を作るようになった。林が二宮高校に通うようになった昭和五九年から浄瑠璃だけで く、演技も書き込んだ演技台本として整備するようになった。②小沢孝蔵さんのこと　
孝蔵さんは、義太夫も演技もすべて頭 入っていて、義太夫を口
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かった時代（昭和のはじ ら四〇年代まで）は、人形 のめりこんで家業を省みない遣い手が多かった。農繁期 あっても、声がか
かると三日も四日も家を空けてとくにお金も持って帰らなかった。息子たちは、母親の苦労が身にしみ、自分たちは芸事をし いと心に誓っていたようだ。岸忠義さんが後継者育成事業をしようと、小竹の人々に協力を呼びかけた時、 「人形なんかやったら家がつぶれる」と 冷やかな声が返ってきた。小竹 限っていたら、人は集まらないと判断して、資格制限いっさい無し、 浄瑠璃の好きな人は集まれという募集 踏み切った。仕事を持った人が参加しやすいよう、月二回土曜日の午後を練習日とし、練習会場も可能な限り交通の便の良い所に設定した。過去の後継者育成事業 単年度から長くても三年で、 終わった後 定着率が悪い いう結果であったので、受け入れ体制の充実を図ることを心がけ、一一年に亘る事業 組んだ。孝蔵さんはこ 事業に平成三年から二年間くらい参加した。③鉄砲ざしのことなど　
昭和五〇年代から、人形も仰度の無い前鳥座の人形を遣うことが
多かったし、鉄砲ざしを特に意識したこ は無い。下中座のカシラも仰度が二〇度近くあるもの 他 カシラより小さく、こわれてるものも多くて、舞台では使っていなかった。一〇度前後の仰度だと手首の修正だけで遣えるので、あまり鉄砲ざしを意識して遣はいない。　
平成三年開講の下中座「相模人形教室」では、相模人形の特徴に















の無い前鳥座の人形を遣うことが多か し、鉄砲ざしを特 意識したことは無い。下中座のカシラも仰度が二〇度近くあるものは他のカシラより小さく、こわれているものも多くて、舞台では使っいなかった。一〇度前後の仰度だと手首の修正だけで遣えるので、あまり鉄砲ざしを意識して遣ってはいな 。 」ということが他 座にもいえる ではないだろうか 別の機会に長谷座の座長、副座長と話した時、やはり意識されていなかった。長谷座は現在も仰度の
あるかしらを使用しているが、先に言うように「一〇度前後の仰度だと手首の修正だけで遣える」ので意識されず、またそれを当たり前のこ として伝承してきてい から あろう。　
林座の聞書きの折、林美禰子は鉄砲ざしの構えも人によって違う
という見解を述べている。筆者（大谷津）も阿波淡路や長野伊那谷でも鉄砲ざし 構え かしらを調査した結果が、かしらの仰度も強いものから相模のように微 のものまで一様ではなく、構えもそれ相応な構えがあるとみている。それを踏 え、筆者 鉄砲ざしに歴史的に段階があった可能性を憶測 ている。（二）人形の動き　
人形の動きは長谷座の顧問の山口朋彦や林美禰子が記憶している






























































































五二八～五三一頁の鉄砲ざしの解説で、江戸系、阿波・淡路の人形はほとんどすべてが鉄砲ざしである 更に岐阜の真桑人形も鉄砲ざし 伝える。筆者（大谷津）は江戸系、阿波・淡路、真桑人形、更に長野県 今田、黒田等伊那谷の人形芝居の人形も鉄砲ざしであることを現地調査にて確認した。前掲（注３）の報告書、 『飯田市美術博物館報告書１
　
伊那谷の
人形芝居［かしら目録台帳］ 』 （一九九一年
　
飯田市美術博物
館）等参照。
（注６）
　
小沢彌太郎・孝蔵については相模人形芝居下中座『相模
人形芝居下中座の歩み』 （相模人形芝居下中座代表岸忠義
　
一九九八年）が詳しい
（注７）
　
足柄座の前身班目人形については、本文中の『史談あしが
ら
　
第一集』他、 『郷土資料館調査報告書第３集
　
相模人形
芝居足柄座』 （南足柄市郷土資料館
　
一九九三年） 、相模人形
芝居足柄座『班目人形調査報告書』 （相模人形芝居足柄座
　
二〇〇四年）等が詳しい。
付記　
この度の報告では、内容を明確にするため話者の許可を得て、実
名・生年（年齢） ・立場を記載しました。　
調査にあたり、厚木市、小田原市、平塚市、南足柄市の各教育委
員会、長谷座、林座、下中座、前鳥座、足柄座の各座長（山口熱子様、山戸アサ子様 田辺功様
　
玉野美津子様）はじめ、ご協力いた
だきました座員、関係者の方々には大変お世話になりました。記して御礼申し上げます。　
本研究は、平成二二～二五年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）
研究課題名「人形浄瑠璃の操り方の変遷に関する研究―江戸系鉄砲ざしの検証と再現―」 （研究課題番号
22520196
研究代表者大谷津
早苗、研究協力者林美禰子）の研究成果の一部である。
